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秩序の局所的乱れであるトポロジカル欠陥は、結晶や液晶、超伝導や超流動、磁性体や、最近

では生物まで、様々な系に現れる普遍的な概念である。中でも液晶は、光学観察の容易さと広範

な応用可能性から、トポロジカル欠陥研究においても重要な役割を果たしてきた。本講演では、

最も基本的な類の液晶欠陥である disclination 線欠陥について、従来困難であった３次元動力学の

直接観察[1]について報告する。我々は、蛍光色素が欠陥に集積する現象[2]に着目し、共焦点顕微

鏡法により線欠陥の３次元動力学観察を行った。特に、線欠陥の特徴的現象である再結合過程 

（図１）に注目し、その動力学をスケーリング則と対称性の観点から解析した。Disclination の動

力学は２次元系ではよく調べられており、巻き数が異符号の欠陥は非対称に運動し、対消滅する

ことが知られている[3]。３次元系の再結合でも同様の非対称性が期待できるが、我々は、観測し

た全ての事象において、非対称性が自発的に消失していることを見出した[1]。これは、２次元で

はトポロジカルに区別される欠陥構造が３次元では連続的に移り変わることができ、その中で非

対称性の消失したツイスト構造が自発的に出現したことによる。講演では、この「自発的対称性

の回復」についてトポロジカルな仕組みや一般性などを議論する。また、線欠陥が大量に発生し

た状態である液晶欠陥乱流についても手短に触れ、欠陥の集団がマクロスケールで生む非平衡統

計法則[4]や、負の粘性[5]という興味深い性質についても紹介したい。 
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図 1：液晶線欠陥の再結合[1] 
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